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第２章  環境行政の概要 

 

第１節  組織の変遷 

 

１．本市の環境関連組織 

  本市の公害対策は当初、保健衛生課で業務の取り扱いを行い、昭和51年に保健衛生課

に公害係を設置しました。その後、昭和55年７月の部制施行で経済環境部に環境担当と

して環境整備課と清掃事務所が設置されました。その後も環境対策組織として再編等を

数回行い、令和５年４月１日現在の環境経済部は、環境政策課・廃棄物対策課・産業振

興課・クリーンセンターの４課体制となっています。 

 

 図表 2-1-1 環境経済部行政組織図（令和５年４月現在） 

部  課 係 

環境経済部 
 

環境政策課 
環境政策係 

 

 

環境保全係 

 

  

廃棄物対策課 
計画係 

 ごみ処理施設整備推進室 

  

  
産業振興課 

農政係 

  商工観光係 

   

 
 

クリーンセンター 
施設管理係 

 収集業務係 

 

２．環境審議会 

  公害対策に関する基本的事項を調査、審議するための市長の諮問機関として、昭和45

年度に公害対策審議会を設置しました。 

  その後、従来の公害対策に留まらず、広く環境の保全に対処するために、平成３年４

月に環境対策審議会に、平成６年８月に環境審議会に改称しています。 

  令和５年４月１日現在、14名の委員で構成されています。 

 

 図表2-1-2 四街道市環境審議会委員（任期：令和４年11月18日～令和６年11月17日） 

名称 氏名 所属等 名称 氏名 所属等 

学識経験者 

青木 秀幸 合同会社いいもんだ代表 関係行政機関 矢野 秀和 印旛地域振興事務所 

加藤 和彦 千葉工業大学教授 

市民代表 

有賀 正彦 公募委員 

鈴木 純子 (一財)千葉県環境財団 井上 尚久 公募委員 

土屋 裕 元千葉県環境生活部職員 小野 利恵 公募委員 

中村 圭三 敬愛大学名誉教授 松川 由次  公募委員 

濱田 昌孝 市食品衛生組合長 三村 幸弘 公募委員 

原 慶太郎 東京情報大学名誉教授  

半野 勝正 (公財)印旛沼環境基金 
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第２節 環境関連予算 

 

 環境関連予算の決算額の推移 

 

 図表 2-2-1                            （単位：千円） 

年度 環境衛生費 公害対策費 清掃総務費 塵芥処理費 施設建設費 し尿処理費 年度合計 

H26 162,062 63,329 36,487 1,337,181 43,490 95,041 1,737,590 

H27 154,499 66,196 38,485 1,398,461 124,038 97,877 1,879,556 

H28 152,828 72,503 38,384 1,254,592 147,877 91,778 1,757,962 

H29 136,054 62,208 45,857 1,250,945 243,567 57,534 1,796,165 

H30 148,763 76,130 55,713 1,221,229 106,720 47,078 1,655,633 

R1 166,170 75,292 49,403 1,255,469 186,507 49,308 1,782,149 

R2 165,639 66,048 104,883 1,294,136 131,176 50,116 1,811,998 

R3 164,210 53,434 98,084 1,329,291 108,573 49,346 1,802,937 

R4 167,227 80,561 75,021 1,402,039 75,888 50,204 1,850,941 

R5 177,400 85,198 80,034 1,399,789 86,899 52,398 1,881,719 

※年度合計は単位未満の端数を四捨五入で処理している場合があるため、合計と内訳の数値が一致

しないことがあります。 
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第３節 広域的環境行政協力組織 

 

１．環境に係る会議 

 ア 全国都市清掃会議（昭和 22年７月設立） 

  清掃事業の円滑な推進を図り、住民の生活環境の保全及び公衆衛生の向上に寄与する

ことを目的に設立され、廃棄物処理事業を実施している地方公共団体が共同して、効率

的な運営及び技術の改善のために必要な調査、研究等を行っています。 

 

 イ 千葉県環境衛生促進協議会（昭和 37年６月設立） 

  千葉県内の自治体の資源循環型社会の構築と生活環境の保全及び環境衛生の向上に寄

与することを目的に設立され、廃棄物処理及び清掃に関する事業の施策推進や事業の合

理的な運営並びに施策の適正な維持管理を実施すべく会員相互の知識普及と技術の向上

を図っています。 

 

 ウ 印旛沼水質保全協議会（昭和 46年８月設立） 

  千葉県、印旛沼流域市町村、利水団体により、印旛沼の水質を保全するための必要な

事業を実施し、印旛沼の広域的価値を増進するために良好な環境を保全することを目的

として設立されました。主として、ポスター・パンフレット等による啓発活動、印旛沼

周辺の清掃活動等のイベントを開催しています。 

 

 エ 公益財団法人印旛沼環境基金（昭和 59年 11月設立） 

  千葉県、印旛沼流域市町村により印旛沼の水質浄化及び印旛沼周辺地域の環境を保全

する目的に設立され、沼及び流域河川の調査研究、水質浄化、環境保全等の事業活動を

行っています。 

 

 オ 千葉県浄化槽推進協議会（平成３年８月設立） 

  合併処理浄化槽の普及促進、維持管理の適正化を図り、生活環境の保全及び公衆衛生

の向上に寄与することを目的に設立され、関連事項の調査・研究及び普及・啓発などを

行っています。平成 21年４月に千葉県合併処理浄化槽普及促進協議会から名称変更され

ました。 

 

 カ 印旛沼流域水循環健全化会議（平成 13年 10月設立） 

  印旛沼・流域が抱える多くの課題（水質や生物、治水等）を解決するために設立され、

印旛沼・流域の再生に向けて平成 22年１月に「印旛沼流域水循環健全化計画」を策定し

ました。現在は、この計画に基づいてさまざまな取り組みを実践しています。 
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２．環境に係る条例の制定 

（１）四街道市廃棄物の処理及び清掃に関する条例（昭和 47年３月制定） 

  一般廃棄物の収集、運搬及び処分に関する必要な事項を定めることを目的に制定しま

した。 

 

（２）四街道市公害防止条例（昭和 47年 12月制定） 

  公害の防止について必要な事項を定めることにより、市民の健康を保護するとともに、

生活環境を保全することを目的に制定しました。 

 

（３）四街道市空き地に繁茂した雑草等の除去に関する条例（平成元年３月制定） 

  空き地に繁茂した雑草等の放置を防止し、市民生活の安定と公共衛生の向上に資する

ことを目的に制定しました。 

 

（４）四街道市環境基本条例（平成９年９月制定） 

  環境の保全、回復及び創出について基本理念や施策、地球全体の環境保全の推進等に

より、市民の健康で文化的な生活の確保に寄与することを目的に盛り込まれた制定しま

した。 

 

（５）四街道市ダイオキシン類から大気を守る条例（平成９年 12月制定） 

  ダイオキシン類の発生を抑制し、大気の汚染から市民の健康を守るために、環境にや

さしいまちを実現することを目的に制定しました。 

 

（６）四街道市まちをきれいにする条例（平成 11年３月制定） 

  空き缶、吸い殻等の散乱、飼い犬のふん放置の防止、自動車の適正使用並びに路上喫

煙の制限等に関し必要な事項を定めることにより、清潔で美しく快適なまちづくりに資

することを目的に制定しました。 

 

（７）四街道市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例 

（平成 14年２月制定） 

  四街道市土砂等による土地の埋立て、盛土又はたい積行為規制条例を廃止し、土砂等

の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生を未然に防止するため、必要な規制を行う

ことにより、市民の生活環境を保全することを目的に制定しました。 

 

 

 

 

 


